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第 二 部

【 各 県 の 概 況 】

※この項は、各県より提供の資料により編纂しています。

農林水産省における関連データ公表後に、調査・申告等により修正が発生し、公表デー

タとの相違が生じる場合もありますので、ご了承願います。
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都道府県 福 岡 県

１．花き生産の概要
福岡県の花き生産は、県北西部の沿岸地帯と県南部の筑後地域が中心であったが、水田転作の推進等により、

現在では県下各地に新しい産地が広がっている。
平成１７年の生産額は、３６１億円（全国第２位）で前年対比９２％、平成１３年対比９０％で、生産額の

構成は、切花類４０％、鉢もの類１５％、花木類４１％、花壇用苗物類３％でとなっている。
花きの生産は、温暖な気候を利用した露地栽培からビニールハウスや高度な装備をしたガラス・硬質ハウス

まで、多様な作型を有し、周年出荷が行われている。切花生産は、キクをはじめ、バラ、カーネーション、ユ
リ、トルコギキョウ、ガーベラの生産が主体となっている。また、鉢物は洋ラン、シクラメンが中心となって
おり、花木は県中南部の耳納山麓地域を中心に、古くから全国有数の産地を形成している。
また、県民の潤いのある健やかな暮らしを実現するため、ハンキングバスケット等のコンテストやフラワー

アレンジメント教室、園芸講座等を実施している。今後も県内の一層の活発な園芸活動を促進し、本県産花き
の消費拡大を図るため、花の持つ多様な効用の活用方策の研究や園芸活動を支援、指導する人材の育成等を推
進していく。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） ３９２億円
農業産出額 ２，２０６億円 16 ７．５ ２
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） １７．８％

花き生産額（Ａ） ３６１億円
農業産出額 ２，２３６億円 17 ７．３ ２
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） １６．１％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３.主要花きの概要 （単位：ha, 億円）
区 分 平 成 1 3 年 1 4 年 1 5 年 1 6 年 1 7 年 1 7 / 1 3 年

切 花 類 作 付 面 積 6 5 1 6 5 7 6 4 2 6 3 6 6 2 9 9 7

生 産 額 1 4 8 1 4 7 1 5 0 1 4 8 1 4 4 9 7

キ ク 作 付 面 積 3 2 5 3 3 1 3 2 0 3 2 1 3 1 3 9 6

生 産 額 6 1 6 4 6 5 6 6 6 1 1 0 0

バ ラ 作 付 面 積 3 2 3 3 3 2 3 2 3 1 9 7

生 産 額 1 9 2 1 2 0 1 9 1 9 1 0 0

カ ー ネ ー シ ョ ン 作 付 面 積 1 3 1 3 1 2 1 1 1 1 8 5

生 産 額 6 7 6 5 5 8 3

ト ル コ ギ キ ョ ウ 作 付 面 積 2 6 2 7 2 8 2 8 2 9 1 1 2

生 産 額 5 6 7 8 8 1 6 0

鉢 も の 作 付 面 積 1 0 2 1 0 4 1 0 4 1 0 1 9 7 9 5

生 産 額 5 7 5 9 6 2 6 6 5 4 9 5

洋 ラ ン 作 付 面 積 2 9 2 9 3 0 3 0 2 7 9 3

生 産 額 3 5 3 3 3 2 3 6 3 2 9 1

観 葉 植 物 作 付 面 積 1 0 1 0 9 9 8 8 0

生 産 額 5 8 4 4 4 8 0

花 木 類 作 付 面 積 3 3 3 2 3 3 3 2 3 0 9 1

生 産 額 8 7 1 1 7 6 7 5

花 壇 用 苗 も の 作 付 面 積 4 8 4 8 5 1 5 1 5 0 1 0 4

生 産 額 1 2 1 2 1 3 1 2 1 2 1 0 0

花 木 類 作 付 面 積 1 , 5 3 0 1 , 5 3 5 1 , 5 1 4 1 , 4 8 7 1 , 3 2 9 8 7

生 産 額 1 8 1 1 8 3 1 6 9 1 6 5 1 5 0 8 3

球 根 類 作 付 面 積 - - - - - -

生 産 額 - - 0 0 0 -

芝 作 付 面 積 2 7 2 7 2 7 2 7 2 7 1 0 0

生 産 額 0 0 0 0 0 -

地 被 植 物 作 付 面 積 1 1 1 8 8 8 0 0

生 産 額 0 0 0 1 1 -

合 計 作 付 面 積 2 , 3 5 9 2 , 3 7 2 2 , 3 3 9 2 , 3 1 0 2 , 1 3 1 9 0

生 産 額 3 9 9 4 0 1 3 9 4 3 9 2 3 6 1 9 0

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」
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（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

①福 岡 市 60 バラ、キク、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ等

②前 原 市 62 キク、洋ラン等
③ ①
② ③志 摩 町 38 洋ラン等

⑤
④久留米市 1,056 花木等

④
⑥ ⑤朝 倉 市 142 花木、花壇用苗物、鉢物等

⑥八 女 市 152 キク、ガーベラ等

（３）主要花き産地の概要（Ｈ17） 単位：戸，ｈａ，千本

産 地 名 農家 花きの種類 出 荷 数 量 産地の特色
（市町村名） 戸数 栽 培 面 積 主な出荷先 （産地戦略等）

①福岡市農協 104 キク 3.0 1,100 九州・関東 ・予約取組率向上
北崎花き部会 バラ 7.0 3,800 九州・関西 ・先行販売対応強化

（福岡市） 関東 ・オリジナル品種拡大による
ガーベラ 1.3 1,400 九州・関西・ 付加販売
トルコギキョウ 4.5 210 九州・関西 ・市場集約
ストック 8.0 1,050 九州・関西 ・単位ロット数拡大
その他 34.3

②糸島農協 58 キク 41.7 6,000 九州 ・夏秋ギクを主体とした露地
花き部会(キク) 1,850 中国 栽培
（前原市、二丈町 500 関東等 ・輪ギクは黄・赤主体
志摩町）

③糸島農協 37 洋ラン（鉢物・切花） 500 九州 ・栽培品目及び品種が多様
花き部会(洋ﾗﾝ) 17.4 150 関東 ・周年出荷
（前原市、二丈町 450 近畿
志摩町） 230 東海

150 中国

④にじ農協 苗木・花木類 601.0 258 全国 ・時代に対応した多品目生産
苗木花木部会 80 コンテナ類 11.0 650 全国 ・新規販売ルートの開拓
コンテナ部会 23 鉢物類 18.0 887 全国 ・オリジナル商品の開発
鉢物部会 62
（久留米市田主丸町）

⑤筑前あさくら農協 33 花壇用苗物 5.5 203 九州 ・鉢花・苗物・洋ランの他品
鉢花部会 鉢物（ｼｸﾗﾒﾝ等） 7.6 14 関西 目産地

（朝倉市） 洋ラン 1.0 (千ｹｰｽ) ・県内４市場には専用台車で
出荷 展示会の開催

・リンドウはブランド化の確
立

⑥福岡八女農協 188 キク 163.0 6,000 北海道 ・施設化、省力化を図り、周
八女電照菊部会 15,400 関東 年出荷体系を確立する
(八女市、筑後市 27,000 関西 ・部会で系統選抜を行い、品
広川町、立花町 質向上を図っている
上陽町、黒木町) ・県育成品種の導入
花き部会 21 ガーベラ 7.3 11,476 関西 ・ﾊﾟｯｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ利用による労

(八女市、広川町、 2,885 中国 力軽減・分散を図る。
黒木町) 2,805 九州
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◆ 特色ある花き生産事例

生産者育種による産地の育成

キク、バラ、洋ラン等の多様な花き生産が県内農業の特 県内の花き生産者による農

徴です。生産者による花きの育種も盛んで、平成18年度の 林水産省種苗登録件数の推移

農林水産省種苗登録数は14件で、多くの生産者が育種に取 年度 登録件数

り組んでいます。 平成１４ ２２

国内外の産地間競争が激化する中、オリジナル品種の育 平成１５ １４

成による産地づくりも重要です。 平成１６ ４０

また、関係団体との連携を図り、商談会の開催による販 平成１７ １６

路拡大の取り組みや新品種の紹介パンフレットを作成する 平成１８ １４

など積極的に支援しています。

ポイント

○ オリジナル品種による産地の育成

・ 花きにおいては、消費者ニーズに即した作付

けが強く求められ、他の作物に比べ品種の変遷

が早いのが特徴です。

・ 経営費に占める種苗費の割合が高く、ユリ等

の球根類では、50％程度を種苗費が占めていま

す。

・ 生産者による育種は、経営を安定化させ躍進

するための手段であり、オリジナル品種による

産地化が県内で進行中です。

・ オリジナル品種により産地化された地域では ｵﾘｼﾞﾅﾙ品種初恋草

他産地に比べ有利な販売を行っています。

・ 「初恋草」で全国シェアの大部分を占めてい

る生産者グループ「ＴＩＵ」（久留米市田主丸

町）は、鉢物の商品開発により、収益性の高い

経営を実践しています。また、地域の生産者に

も育種の関心が高まり「新品種開発研究会」が

組織化されるなど、育種による産地育成が進ん

でいます。
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◆ 花きをテーマにしたイベントの開催状況

福岡フラワー＆ガーデニングフェスタ

年度 開催期間 場 所 内 容

H13 H14.3.23～25 小郡市三沢 ・ﾌﾗﾜｰｿﾞｰﾝ（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞ、ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ教室等）

・ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞｿﾞｰﾝ（ﾓﾃﾞﾙｶﾞｰﾃﾞﾝ）

H14 H14.11.9～11 〃 ・展示販売ｿﾞｰﾝ（花、農産物、資材等の販売）

・ｺﾝﾃｽﾄ（ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ、ﾌﾟﾁｶﾞｰﾃﾞﾝ、ｺﾝﾃﾅｶﾞｰ

H15 H15.10.18～20 〃 ﾃﾞﾝ）

H16 H16.11.12～14 福岡市天神 ・花のｿﾞｰﾝ、緑のｿﾞｰﾝ、PRｿﾞｰﾝ、ｺﾝﾃｽﾄ

H17 H17.11.26～27 北九州市 ・花のｿﾞｰﾝ、PRｿﾞｰﾝ、ｺﾝﾃｽﾄ

横代

H18 H18.10.18～19 久山町山田
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都道府県 佐賀県

１．花き生産の概要
平成 17年度の栽培面積は 191haで生産額は 43億円（全国第 32位）となっている。生産額は前年比は96％

で、平成 13年比は 100％である。
粗生産額を種類別にみると、切花類 56％、鉢もの類 23％、花壇用苗もの類 14％の順となっている。
また、品目別にみると、切花全体の 134haの内、キク 47ha、バラ 12ha、トルコギキョウ 9ha等が栽培さ

れている。鉢もの類ものについては作付面積が拡大し、生産額も伸びている。
関係機関の連携のもと、『花づくり推進協議会』を核として、「さがの花ふれあいフェア」や「花の教室」

等を開催し、花きの生産振興を図っている。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） ４５億円
農業産出額（Ｂ） １，３０６億円 16 ０．９ ３２
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ３．４％

花き生産額（Ａ） ４３億円
農業産出額（Ｂ） １，３７６億円 17 ０．９ ３２
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ３．１％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３.主要花きの概要 単位：ha，億円

区 分 1 3年 1 4年 1 5年 1 6 年 1 7年 1 7 / 1 3年

切 花 類 作 付 面 積 1 6 2 1 5 6 1 4 9 1 4 6 1 4 2 8 8
生 産 額 2 6 2 6 2 7 2 4 2 4 9 2

キ ク 作 付 面 積 5 8 5 4 5 0 4 9 4 7 8 1
生 産 額 7 7 7 7 6 8 6

バ ラ 作 付 面 積 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 9 1
生 産 額 4 4 5 4 4 1 0 0

カ ー ネ ー シ ョ ン 作 付 面 積 5 5 5 5 5 1 0 0
生 産 額 2 2 2 2 1 5 0

鉢 も の 作 付 面 積 1 6 1 7 1 8 1 9 1 9 1 1 9
生 産 額 9 9 1 0 1 1 1 0 1 1 1

洋 ラ ン 作 付 面 積 3 2 3 3 3 1 0 0
生 産 額 6 4 3 3 2 3 3

花 壇 用 苗 も の 作 付 面 積 2 4 2 6 2 9 2 6 2 5 1 0 4
生 産 額 7 7 7 7 6 8 6

花 木 類 作 付 面 積 5 2 2 2 3 6 0
生 産 額 1 1 1 1 1 1 0 0

球 根 類 作 付 面 積 － － X - - -

生 産 額 － 0 0 - - -

芝 作 付 面 積 － － － - - -

生 産 額 － － － - - -

地 被 植 物 作 付 面 積 － － 0 2 2 -

生 産 額 － － 0 2 2 -

合 計 作 付 面 積 2 0 7 2 0 1 1 9 8 1 9 5 1 9 1 9 2
生 産 額 4 3 4 3 4 5 4 5 4 3 1 0 0

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」
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（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

佐賀市 １８ キク、バラ、洋ラン
⑤ ⑥ ④ 大和町 １６ キク、カーネーション、ホオ

ズキ
② 富士町 ７ キク、トルコギキョウ

③ ① 唐津市 ３５ キク、苗物、トルコギキョウ

⑧ ⑦ 白石市 １６ キク、カスミソウ、スイート
ピー

⑧ 鹿島市 １４ キク、ユリ、スイートピー
⑨

（３）主要花き産地の概要（Ｈ17） 単位：戸，ｈａ，千本

産 地 名 農家 花きの種類 出 荷 数 量 産地の特色
（市町村名） 戸数 栽 培 面 積 主な出荷先 （産地戦略等）

①ＪＡ佐賀市 １１ バラ 3.9ha 2,150千本 ・バラのﾛｯｸｳｰﾙ栽培
バラ部会 東京・関西 ・バラの共選共販の導入

（佐賀市）

②ＪＡ佐城大和 ４０ ホオズキ 4.0ha 151千本 ・古くからのホオズキの産地
ホオズキ部会 関東・関西 ・ホオズキの共選共販の導入

（大和町）

③ 小城郡花卉部会 １１ キク 1.3ha 730千本 ・キクの共選共販による品質の均
（小城市） 洋ラン 3.3ha 600千鉢 一化と省力化

中四国・近畿 ・洋ランの大規模経営

④ ＪＡ富士町農協 ２０ ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 2.8ha 381千本 ・中高冷地の特色を活かして、ﾄﾙｺ
花卉部会 キク 1.8ha 625千本 ｷﾞｷｮｳ、露地キクの夏切り栽培

（富士町） 九州・沖縄

⑤ 相賀花き部会 ４６ キク 15.6ha 5,546千本 ・古くからキクの産地で、無霜地
（唐津市） ｶｰﾈｰｼｮﾝ 18.0ha 1,601千本 帯の特色を活かした、電照キク

九州・沖縄 の生産

⑥ 七山花き研究会 ２５ キク 3.1ha 930千本 ・主に鉢物を中心とした産地
（七山村） 鉢物 5.7ha 710千鉢

苗物 1.0ha 550千鉢
九州・沖縄

⑦ 福富キク部会 ６ キク 2.3ha 1，022千本 ・キクの共販による品質の均一化
（白石町） 大阪・広島 ・色物品種のブランド化

⑧ JA佐賀みどり ３１ ホオズキ 1.7ha 48千本 ・古くからのホオズキの産地
ホオズキ部会 関東・関西 ・露地中心であるが、一部施設を
(武雄市、鹿島市) 導入

⑨ 太良バラ部会 ４ バラ 1.7ha 1,258千本 ・ロックウール栽培
（太良町） 関東・関西 ・スプレーを主体とした多品種栽

培
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☆「小学生を対象とした『花の教室』開催事業」の概要

１ 事業の概要
（１）目 的 本県の将来を担う子供たちが、フラワーアレンジメントなどの体

験を通じ、花に対する興味や理解を深め、花のある生活空間の「楽
しさ」、「うるおい」などを感じ取ることにより、「豊かな心」を
育むとともに、県産花きのＰＲや需要拡大に資する。

（２）実施主体 県（佐賀県花づくり推進協議会に委託）

（３）実 施 時 期 １０月～２月（１０月はガーデニング教室のみ）

（４ ） 内 容 佐賀県産の花等を使った「フラワーアレンジメント教室」または
「ガーデニング教室」の開催

（５ ） 受 講 対 象 佐賀県内の小学校に在籍している４年生～６年生の児童を対象
とし、クラス、学年、クラブ等の単位とする。

（６） 対 象 人 数 ６４０名程度

（７）実 施 経 費 「花の教室」の開催に必要な花材代、講師料等の経費は、
県の負担とする。

（８）予 算 額 １，５００ 千 円 （ 委 託 費 ）

（９）実施校の選定 園芸課が、市町村教育委員会を通して実施希 望 校 を 募 集
す る 。 実 施 希 望 児 童 数 が 予 定 数 を 上 回 っ た 場 合 に は 、
過 去 の 開 催 状 況 ・ 地 域 的 な バ ラ ン ス 等 を 考 慮 し て 、 実
施 校 を 選 定 す る 。

２ 事業の実施状況
（１）申込状況

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
市町村数 ３６市町村 ３４市町村 ３０市町村 ２６市町村 ２８市町村
小学校数 ７９校 ６２校 ５８校 ６０校 ５３校
教室の内容
フラワーアレ ン ジメ ント ４０校 ４１校 ４７校 ５１校 ４３校
ガーデニング ３９校 ２１校 ２０校 １７校 １４校
受講希望者数 ４，２６７名 ３，４６ ２名 ３，６８ ８名 ３，３７ ５名 ３０５３名

（２）実施状況
Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

市町村数 ２０市町村 １５市町村 １２市町村 １２市町村 １０市町村
小学校数 ２１校 ２０校 １４校 １７校 １４校
教室の内容
フラワーアレ ン ジメ ント １１校 １３校 ９校 １１校 １１校
ガーデニング １０校 ７校 ５校 ６校 ３校
受講者数 ８１０名 ８１３名 ８３９名 ８７９名 ６９５名

※市町村数は佐賀市合併前（H17.9末時点）の市町村数でカウント。
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☆平成１８年度「さがの花」ふれあいフェアについて（予定）

１ 開催時期等
（１）実施主体

佐賀県花づくり推進協議会（県、経済連、花き生産団体連合会、佐賀花市場、唐津花
市場、佐賀花商組合、唐津花商組合）

（２ ） 開 催 時 期
１１月１７日（土）～１８日（日）
※花の種類や量が多くなり、気候的に花が長持ちし、またクリスマス・正月など花
を消費する機会を控え、県産花きの需要拡大効果が得やすい時期。

（３） 開 催 場 所
佐賀花市場

（４） 開 催 方 法
より効果の高い需要拡大策や消費者への県産花きのＰＲを目的として実施する。

２ 主な開催内容（案）
・シンボルアレンジの作成
・県産花き品種展示、県内花き産地の紹介
・県内生花店マップの作成、配布
・花き品目別アレンジ、装飾方法のＰＲ
・花の飾り方楽しみ方の提案
・フラワーデザイン技術競技会出品物展示
・フラワーアレンジの実演
・フラワーアレンジメント、ガーデニング体験教室
・ガーデニングコンテスト
・花に関する各種コンクール
・花き割引チケットプレゼント
・来場者プレゼント
・花き販売
・フラワーオークション など
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都道府県 長 崎 県

１．花き生産の概要
長崎県の平成17年度の栽培面積は380haで生産額は65億円（全国第26位）となっている。

生産額前年比は100％で、平成13年比は103％である。

種類別生産額は、切花類80％、鉢もの類12％、花木類5％、花壇用苗もの類3％である。切
り花類が増加傾向であるが、鉢もの、花壇用苗もの、花木類がやや減少傾向であり、全体的
には横ばいとなっている。
品目別にはキクとカーネーションで切花類の69％を占めている。カーネーションは全国で

も上位の生産額を占めている。
毎年11月には「ながさきフラワーフェスティバル」が開催され、県内で栽培されたカーネ

ーションやバラ、洋ランなどが展示される。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） ６５億円

農業産出額 １，３５６億円 16 １．２ ２７

農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ４．８％

花き生産額（Ａ） ６５億円

農業産出額 １，３６７億円 17 １．２ ２１

農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ４．８％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３.主要花きの概要
（ 単 位 ： ha, 億 円 ）

区 分 平 成 1 3年 1 4年 1 5年 1 6 年 1 7年 1 7 / 1 3年

切 花 類 作 付 面 積 2 4 2 2 4 7 2 4 7 2 4 3 2 4 8 1 0 2

生 産 額 4 4 4 8 5 0 5 0 5 2 1 1 8

キ ク 作 付 面 積 1 1 3 1 1 2 1 1 6 1 1 6 1 1 7 1 1 1

生 産 額 2 1 2 4 2 6 2 7 2 7 1 2 9

カ ー ネ ー シ ョ ン 作 付 面 積 2 0 2 0 2 1 2 0 2 0 1 0 0

生 産 額 8 8 9 9 9 1 1 3

バ ラ 作 付 面 積 1 1 9 9 9 9 8 2

生 産 額 4 4 3 3 3 7 5

鉢 も の 作 付 面 積 1 6 1 5 1 1 1 1 1 1 6 9

生 産 額 1 0 8 8 8 8 8 0

洋 ラ ン 作 付 面 積 4 3 3 2 3 7 5

生 産 額 3 2 4 4 4 1 3 3

花 壇 用 苗 も の 作 付 面 積 1 5 1 6 1 4 1 1 1 2 8 0

生 産 額 4 3 3 3 2 5 0

花 木 類 作 付 面 積 7 8 1 2 3 1 1 3 1 1 2 1 0 9 1 4 0

生 産 額 5 5 4 4 3 6 0

球 根 類 作 付 面 積 0 － X x x -

生 産 額 0 0 － 0 0 -

芝 作 付 面 積 － － － - - -

生 産 額 － － － - - -

地 被 植 物 作 付 面 積 － － － - - -

生 産 額 － － － - - -

合 計 作 付 面 積 3 5 1 4 0 1 3 8 5 3 7 7 3 8 0 1 0 8

生 産 額 6 3 6 5 6 5 6 5 6 5 1 0 3

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」



- 23 -

（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

長崎市 ４１ きく、草花

佐世保市 ６６ きく、ｶｰﾈｰｼｮﾝ、ばら

島原花き生産 諫早市 ４０ きく、ｶｰﾈｰｼｮﾝ

組合

大村市 １６ ｶｰﾈｰｼｮﾝ、鉢物

瑞穂町 １０ ｶｰﾈｰｼｮﾝ、キク

JAながさき県央諫早

ｶｰﾈｰｼｮﾝ部会 JA島原雲仙特選

菊生産組合

（３）主要花き産地の概要（Ｈ17） 単位：戸，ｈａ，千本

産 地 名 農家 花きの種類 出 荷 数 量 産地の特色

（市町村名） 戸数 栽 培 面 積 主な出荷先 （産地戦略等）

島原花き生産組合 １３ きく 8.3ha 4,879千本 自動選別結束機の導入等による省

(島原市、南島原 北海道 力化の普及

市、雲仙市) 仙台、新潟

JA島原雲仙特選菊 １１ キク 4.7ha 2,617千本 養液土耕の導入等による省力化の

生産組合(雲仙市) 東京、姫路 普及

JAながさき県央諫 ８ ｶｰﾈｰｼｮﾝ 5.4ha 6,717千本 高品質生産

早ｶｰﾈｰｼｮﾝ部会(諫 東京、大阪

早市) 広島

※市町村名についてはH19,4,1時点の市町村名を記載）

４．特色ある花き生産、特色ある栽培事例、地域ブランド品種

○カ－ネ－ション
養液土耕栽培及び低コスト・省力技術である二年切り栽培の定着

○ばら

長崎県総合農林試験場が開発したソーラーローズシステムの普及
少量溶液培地耕への取り組み

○長崎県花き振興協議会各専門部会で長崎ブランド品種検討中

５．花きイベント
例年１１月に「ながさきフラワ－フェスティバル」を長崎市及び佐世保市で交互に開催。
長崎県花き園芸連合会主催。内容は花きの装飾展示、フラワ－アレンジメントコンテスト、
花き品評会 等
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都道府県 熊本県

１．花き生産の概要
熊本県は、冬期温暖な海岸島しょ地域から平坦地域、夏期冷涼な阿蘇を中心とした高冷地など、

立地条件が多岐に渡っており、多彩な気象条件を活かした多様な花き生産が行われている。
平成17年の花き栽培面積（花木類を除く）は、849haで前年より21haほど減少した。種類別に

は、切花類が577haで68%を占め、鉢物類、花壇用苗もの類が66haで8%、その他の24%が球根類、
芝類等の生産となっている。
品目別では、キク125ha、宿根カスミソウ106ha、トルコギキョウ44ha、スターチス類16haなど

が主力品目であり、特に宿根カスミソウは全国第1位、トルコギキョウは全国第2位、スターチス
類は全国第4位の生産面積をもつ主産地となっている。
平成17年の花き総産出額は、107億円(花木類含む）で、全国第16位となっている。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） １１０億円
農業産出額（Ｂ） ３，０８４億円 16 ２．１％ １６
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ３．６％

花き生産額（Ａ） １０７億円
農業産出額（Ｂ） ３，１０２億円 17 ２．１％ １６
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ３．４％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３.主要花きの概要 単位：ha，億円

区 分 平成13年 14年 15年 16年 17年 17/13年

切花類 作付面積 641 627 602 586 577 90
生産額 90 83 86 77 77 86

うち キ ク 作付面積 155 148 139 133 125 81
生産額 21 18 18 15 14 67

宿根ｶｽﾐｿｳ 作付面積 113 109 110 107 106 94
生産額 15 14 14 14 14 93

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 作付面積 38 40 39 42 44 116
生産額 7 7 6 7 8 114

ｽﾀｰﾁｽ 作付面積 16 18 16 16 16 100
生産額 5 5 5 4 5 100

鉢もの 作付面積 33 35 34 34 33 100
生産額 23 28 23 22 18 78

うち 洋ラン 作付面積 14 14 15 14 14 100
生産額 11 10 13 11 9 82

観葉植物 作付面積 5 5 3 3 - -
生産額 1 2 1 1 1 100

花壇用苗もの 作付面積 28 29 31 30 33 118
生産額 5 4 3 4 5 100

花木類 作付面積 107 134 102 101 100 93
生産額 3 4 3 4 4 133

球根類 作付面積 7 5 4 X X -
生産額 1 1 0 0 0 -

芝、地被植物類 作付面積 240 240 226 221 206 86
生産額 3 3 3 3 3 100

合計 作付面積 1,056 1,070 999 972 949 90
生産額 125 124 118 110 107 86

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」
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（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

甲佐町 １１８ キク、宿根アスター、ｱﾘｳﾑ、枝
④ ② ⑧ もの等

菊池市 ６８ 宿根ｶｽﾐｿｳ、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ等

⑤ 上天草市 ５０ 宿根ｶｽﾐｿｳ、キク、スターチス、
ユリ

① 山鹿市 ５５ キク、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、花壇用苗物類

⑦ 熊本市 ３７ バラ、ｶｰﾈｰｼｮﾝ、カラー、アリウ
③ ⑥ ム、球根類等

八代市 ３３ カラー、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、ｱﾘｳﾑ、宿根ｶ
ｽﾐｿｳ、スターチス等

宇城市 ３３ 洋ラン、宿根ｶｽﾐｿｳ、鉢物類、花
壇用苗物類等

阿蘇市 ２３ トルコギキョウ、リンドウ

注：地図上の番号は、（３）と対応している。

（３）主要花き産地の概要（Ｈ17） 単位：戸，ｈａ，千本

農家 花きの種類 出荷数量 産地の特色
戸数 作付面積 主な出荷先

①甲佐町 193 キク 15ha 5,186千本 ・宿根アスター、アリウム、枝物類の主産
宿根アスター 40ha 12,000千本 地
ｱﾘｳﾑ 5.7ha 1,400千本 ・個人出荷・任意組合が多い。
切り枝 40ha 8,000千本 ・アリウムは共販で、全国に出荷してい

熊本県内 る。「曲げ」の技術が高く、活け花やア
九州、関西 レンジメント向けに出荷

②菊池市 宿根ｶｽﾐｿｳ 46.0ha 5,713千本 ・日本一の宿根カスミソウ産地（隔離ベン
191 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 6.6ha 1,503千本 チ栽培・バケット低温流通による高品質

ｽﾀｰﾁｽ類 3.4ha 807千本 宿根カスミソウ生産、流通）
関東・関西他 ・宿根カスミソウの束共同選花・共同販売
熊本県内 を実施（ＪＡ菊池）

・Ｈ１８選花場空調施設染色開花室を整備
（交付金事業）

③ 163 宿根ｶｽﾐｿｳ 27.0ha 7,075千本 ・温暖な気候を利用した古くからの花き産
上天草市 キク 6.6ha 2,083千本 地

ﾕﾘ 5.6ha 1,340千本 ・県営農地開発事業(H10)により24haを団
ｽﾀｰﾁｽ類 3.4ha 945千本 地造成し、花き集団産地化

熊本県内 ・耐候性ハウス（ｷｸ、ｶｽﾐｿｳ、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ、ﾕ
九州、関西 ﾘ）を整備（H17～H18）。1.8ha。

④山鹿市 137 ｷｸ 39.7ha 7,622千本 ・キク主産地
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 1.1ha 393千本 ・施設の高度化による生産安定。
花壇用苗物類 4.4ha 3,694千鉢 ・切花、花壇用苗物を共販（ＪＡ鹿本）

関東・関西他
九州 熊本県内

⑤熊本市 290 ﾊﾞﾗ 3.9ha 4,074千本 ・市街地近郊でのバラエティに富む花き生
ｶｰﾈｰｼｮﾝ 3.7ha 4,650千本 産
ｶﾗｰ 6.1ha 2,425千本 ・地下水を利用した湿地性カラー栽培
ｷｸ 14.0ha 4,322千本 ・カラー、アリウム、花ショウブなどを共
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 2.5ha 1,190千本 販（ＪＡ熊本市）
ﾕﾘ 9.0ha 1,647千本
ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ 1.2ha 840千本
ｱﾘｳﾑ 1.2ha 463千本
観葉植物 1.7ha 319千鉢

熊本県内・九州
・関東・関西
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⑥八代市 133 ｶﾗｰ 3.0ha 1,710千本 ・カラー、ストック、スターチス等のバケ
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 3.4ha 736千本 ット低温流通
ｷｸ 7.1ha 1,782千本 ・中山間地におけるキク・アリウム生産。
ｱﾘｳﾑ 0.9ha 366千本 ・他品目（いぐさ、野菜）からの転換によ
宿根ｶｽﾐｿｳ 2.8ha 343千本 り生産者・作付面積が増加している。
ｽﾀｰﾁｽ類 1.2ha 724千本
切り枝 15ha 250千本

関東・関西他
熊本県内

⑦宇城市 129 洋ﾗﾝ鉢物 8.7ha 553千鉢 ・ＪＡ熊本宇城「五蘭塾」洋ランの共販を
宿根ｶｽﾐｿｳ 6.8ha 3,194千本 実施。東南アジア等で中間育苗を行い、
鉢物類 5.2ha 425千鉢 開花直前株を輸入し、開花させ出荷
観葉植物 1.2ha 10千鉢 ・鉢物、花壇用苗物類の主産地
花壇用苗物類 6.2ha 2,149千鉢

関東・関西他
熊本県内

⑧阿蘇市 134 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 6.2ha 1,747千本 ・夏期冷涼な気候を活かした花き生産
ﾘﾝﾄﾞｳ 6.6ha 2,656千本 ・県内一のトルコギキョウ、リンドウ生産

熊本県内 ・温泉熱を利用したバラ生産
九州、関西

熊本県農林水産部調べ「熊本県花き生産実績（平成17年産）」
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都道府県 大分県

１．花き生産の概要
大分県では冬期温暖な海岸線、夏期は冷涼な高原地帯という立地条件を生かした生産が行われている。
平成17年の栽培面積は293haで生産額は71億円（全国第17位）となっている。生産額前年比は101％で、平
成11年比は76％である。
種類別生産額は、切花類70％、鉢もの類23％となっている。全体的に減少傾向である。

品目別には、切花では、キク、バラ、トルコギキョウが主体になっている。その他の品目ではホオズキやス
イートピー等が栽培されている。

２．花き生産の位置付け

項 目 年度 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） ７３億円
農業産出額（Ｂ） １，３４５億円 １６ １．７ ２２
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ５．２％

花き生産額（Ａ） ７０億円
農業産出額（Ｂ） １，３５３億円 １７ １．８ １７
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ５．２％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３．主要花きの概要
（単位： ha, 億 円 ）

区 分 平成 13年 14年 15年 16年 17年 17 /1 3年

切 花 類 作 付 面 積 264 26 8 2 6 3 2 56 2 4 8 9 4

生 産 額 63 61 5 5 52 5 0 7 9

キ ク 作 付 面 積 82 78 7 8 81 8 2 1 0 0

生 産 額 15 14 1 3 13 1 3 8 7

バ ラ 作 付 面 積 22 21 2 1 20 1 9 8 6

生 産 額 15 15 1 4 12 1 2 8 0

ト ル コ ギ キ ョ ウ 作 付 面 積 16 15 1 6 15 1 5 9 4

生 産 額 6 6 5 5 6 1 0 0

鉢 も の 作 付 面 積 20 18 1 7 16 1 7 8 5

生 産 額 16 14 1 4 15 1 6 1 0 0

洋 ラ ン 作 付 面 積 2 2 2 2 2 1 0 0

生 産 額 11 7 3 2 3 2 7

花 壇 用 苗 も の 作 付 面 積 10 10 1 0 12 1 2 1 2 0

生 産 額 3 4 4 4 3 1 0 0

花 木 類 作 付 面 積 52 48 4 8 19 1 7 3 1

生 産 額 2 2 2 2 2 1 0 0

球 根 類 作 付 面 積 － － － - - -

生 産 額 0 0 0 0 0 0

芝 作 付 面 積 － － ･･･ ･･･ ･ ･ ･ -

生 産 額 － － － - - -

地 被 植 物 作 付 面 積 － － ･･･ ･･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

生 産 額 － － ･･･ ･･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

合 計 作 付 面 積 346 34 4 3 3 8 3 03 2 8 2 8 4

生 産 額 85 82 7 5 73 7 0 8 4

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」
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（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ１７）単位：ｈａ

市 町 村 名 栽培面積 主な花きの種類名

佐 伯 市 ４６．６ ｷｸ、ﾎｵｽﾞｷ、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ

④ 杵 築 市 ２８．５ ｷｸ、ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ
②

九 重 町 ２０．２ ｷｸ、ﾊﾞﾗ

③ 国 東 市 １４．９ ｷｸ、ﾊﾞﾗ
大分市

玖 珠 町 ９．２ ﾊﾞﾗ
⑤

①

（３）主要花き産地の概要（Ｈ１７） 単位：戸，ｈａ，千本

産 地 名 農家 花きの種類 出 荷 数 量 産地の特色
（市町村名） 戸数 栽 培 面 積 主な出荷先 （産地戦略等）

①佐伯豊南農協 ７４ キ ク 2,386a 7,829千本 東 京 ・冬期温暖な気象条件を生かし、
花き部会 ホオズキ 846a 518千本 大 阪 電照ギクを中心とした花き団地

（佐伯市） ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 230a 725千本 福 岡 を育成。
ｽｲｰﾄﾋﾟｰ 275a 5,960千本

②杵築市農協 ８０ キ ク 996a 2,845千本 東 京 ・沿岸部の温暖な気象条件を生か
花き研究会 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 182a 815千本 大 阪 し、電照ギクを中心とした周年

（杵築市） ｼｭｯｺﾝｶｽﾐｿｳ 61a 367千本 出荷体制型花き団地を形成、一
ｽﾀｰﾁｽ 123a 396千本 方で施設投資や経営コストが比

較的かからない草花類を組み合
わせた作型も推進し、産地化を
図っている。

③九重町飯田農協 ３３ バラ 510a 3,800千本 東 京 ・準高冷地の気象条件を生かし、
花き部会 ｼｭｯｺﾝｶｽﾐｿｳ 461a 801千本 大 阪 バラとｼｭｯｺﾝｶｽﾐｿｳの花き団地を

（九重町） 九州内 育成

④くにさき農協 １１０ キク 458a 1,618千本 東 京 ・温暖な気象条件を生かし、多品
（国東市） バラ 125a 600千本 大 阪 目の草花を生産

ストック 140a 404千本
ヒマワリ 100a 401千本
ﾔﾏｼﾞﾉｷﾞｸ 130a 376千本

⑤玖珠九重農協 ４０ バラ 400a 3,020千本 東 京 ・準高冷地の気象条件を生かし、
花き部会 キク 955a 2,678千本 大 阪 バラの花き団地を育成

（九重町、玖珠町） ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 140a 436千本 福 岡

資料：園芸振興室調べ

○特色ある栽培事例
・養液栽培に使用するロックウール培地の代わりに、日田市で生産される杉バークを利用。低コスト化
と資源の利活用が図られている。品目：バラ、地域：日田市天瀬町、九重町、杵築市、由布市他
○地域ブランド品種の開発事例
・県内で育成されたバラのオリジナル品種を各産地に導入し、他県との差別化を図ることで有利販売され
ている。

・県の研究機関で育成したトルコギキョウ４系統を品種登録（１７年２月）、小輪多花の特徴を持ち差別
化が可能な品種。県内数地区に導入され、有利販売されている。出荷時期：春～秋。

○花きをテーマにしたイベントの開催状況
・花の祭典（花き消費拡大推進協議会主催、フラワーウェディング、フラワーアレンジコンテスト、

ガーデニング講習会等実施）
・県花き品評会
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都道府県 宮崎県

１．花き生産の概要
宮崎県の花き生産は、花や緑に対する消費者の関心の高まりに伴い、昭和６０年代以降、

急速に伸びてきた。平成１７年の栽培面積は１，０９４ｈａで、前年比９８％、平成２年比
１１５％となっている。また、生産額は１３４億円であり、前年比９８％、平成２年比１４
４％となっている。
種類別にみると、生産額では切花類が４５％、鉢もの２１％、花壇用苗物９％、花木類１

０％となっている。 品目別では、キク、スイートピーが多く、中山間地の夏季冷涼な気象
条件を生かした切り花や、花壇用苗物等も年々伸びてきており、徐々に周年出荷体制が確立
されつつある。
今後は、新品種の育成、種苗供給体制の強化、品質及び生産性向上対策の充実を図り、宮

崎県独自のオリジナル品種等を活用した多用で個性豊かな花き産地を育成するとともに、有
利販売体制の確立と優れた担い手の育成により、地域の特性を生かした花き産地づくりを推
進することとしている。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） １３７ 億円
農業産出額 ３，１５３ 億円 16 ２．６ １１
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ４．３ ％

花き生産額（Ａ） １３４ 億円
農業産出額 ３，２０６ 億円 17 ２．７ １１
農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ４．２ ％

資料：農林水産省統計部「農業生産所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３．主要花きの概要 （単位：ha、億円、％）
区 分 平成13年 １４年 １５年 １６年 １７年 17／13

切花類 作付面積 453 451 440 436 423 93
生産額 72 68 60 60 60 83

うちキク 作付面積 137 131 126 121 115 84
生産額 19 19 16 16 15 79

バラ 作付面積 17 16 14 15 12 71
生産額 8 7 7 ７ 6 75

鉢もの 作付面積 30 35 35 38 37 123
生産額 30 32 31 29 28 93

うちシンビジウム 作付面積 5 7 7 7 7 140
生産額 9 7 ･･･ ･･･ ･･･

花壇用苗物 作付面積 61 58 60 66 67 110
生産額 11 17 16 13 12 109

花木類 作付面積 205 207 177 184 179 87
生産額 13 20 14 15 14 108

球根類 作付面積 37 40 36 34 34 92
生産額 1 1 1 1 1 100

芝・地被植物 作付面積 365 353 373 361 354 97
生産額 20 20 21 19 19 95

合計 作付面積 1,151 1,144 1,121 1,119 1,094 95
生産額 147 158 143 137 134 91

資料：「生産農業所得統計」「花き生産出荷統計」「花木等生産状況調査」
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１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha （２）主要産地の位置

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

宮崎市 60.5 洋花､ｺﾁｮｳﾗﾝ､鉢･苗物等 ⑤

国富町 17.8 電照ギク等

南那珂地域 スイートピー等
日南市 13.2
北郷町 12.8 ④

小林市 19.3 キク等 ③
①

新富町 29.7 シンビジウム等

西臼杵地域 ②
高千穂町 20.7 夏秋ギク等

＊栽培面積値は、市町村報告

（３）主要花き産地の概要（Ｈ17） 単位：戸，ｈａ，千本

産 地 名 農家 花きの種類 出 荷 数 量
産地の特色等

（市町村名） 戸数 栽 培 面 積 主な出荷先

①ＪＡ宮崎中央 １３ 鉢物 ・周年栽培が行われており、一部で
（コチョウラン） 227千鉢 は、苗生産専門の生産者もおり、

・宮崎支店 ３．３ha 部会内での分業も行われている。
洋ラン部会 関西 ・新技術の導入検討に積極的であ
（宮崎市） り、ミディ系等のオリジナル品種

の育成も実施。
・キク部会 ・法人や雇用型の経営体が多い。
（国富町）

１４ キク 3,793千本 ・周年出荷による安定した供給体制
１３．７ha が確立しつつある。

関東 ・部会組織が強固で、月定例会等の
関西 活動が活発である。

②ＪＡはまゆう ５０ スイートピー部会 ・冬季温暖多照な自然条件を生か
花き部会 １０．０ha 22,732千本 した花き産地で、スイートピーの

生産は昭和61年から、花き生産は
（南那珂地区） 全国 昭和10年代から続いている。

(主は関東) ・国内の生産量の半数以上を産出す
る本県の中でも、最も大きい部会
となっている。

③ＪＡこばやし ３２ キク ・全量共販体制を確立している。
花き部会 １８．１ha 4,656千本 ・１戸当たり栽培面積が大きい。

・部会による月例会、ほ場巡回の実
（西諸県地域） 関西 施による技術の向上に努めてい

る。

④ＪＡ児湯 １３ 鉢もの ・夏期の山上げによる（高標高地に
新富支所 （シンビジウム） 209千鉢 施設設置）９月から４月までの長
洋ラン部会 １０．８ha 期出荷体制の確立。

関東 ・全国有数のシンビジウム産地。
（新富町） 関西 ・オリジナル品種の導入等による有

九州 利販売に努めている。

⑤ＪＡ高千穂地区 ５２ キク部会 ・中山間地の夏季冷涼な気象条件を
花き振興会 ２８．０ha 4,750千本 生かした夏秋ギクの産地。

・水稲・畜産との複合経営が多い。
（西臼杵地域） 関東 ・デルフィニウムやラナンキュラス

関西 等の冬春作の導入による花き総合
九州 産地を目指している。
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都道府県 鹿児島県

１．花き生産の概要
鹿児島県では，温暖な気象条件のもと，奄美，南薩地域を中心に，キク，ユリ，グラジオラスの切花等

を中心に生産が行われている。 最近，ソリダコ，レザーリーフファンなどの新品目の産地化も進んでい
る。
平成17年度の花き，花木（芝を除く）の作付面積は，1,829ヘクタール（前年度対比89％)生産額は201

億円（同96％)となっている。 品目別にはグラジオラス，ユリ・フリージアの球根生産が全国1位，スプ
レーギクの切花，観葉植物が全国2位を誇るなど，全国でも有数の花き産地である。
種類別生産額は、切花類57％、鉢もの類20％、花木類15％、花壇用苗もの類2％である。
品目別では切花類ではキク、鉢もの類では観葉植物が主体となっている。
県民が花と緑に親しむことのできる憩いの場として「フラワーパークかごしま」を設置し、花の生産と

観光の振興を図っている。

２．花き生産の位置づけ

項 目 年 全国シェア（％） ﾗﾝｸ（位）

花き生産額（Ａ） ２２１ 億円 16

農業産出額 ４，１４２ 億円 ４．２ ６

農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ５．３ ％

花き生産額（Ａ） ２０９ 億円 17

農業産出額 ４，１６８ 億円 ５．０ ６

農業産出額に占める割合（Ａ）／（Ｂ） ５．０ ％

資料：農林水産省統計部「生産農業所得統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」

３.主要花きの概要 単位：ha, 億円

区 分 平 成 1 3 年 1 4 年 1 5 年 1 6 年 1 7 年 1 7 / 1 3 年

切 花 類 作 付 面 積 8 5 3 9 3 6 9 2 4 8 9 7 9 0 5 1 0 6

生 産 額 1 2 5 1 3 8 1 2 3 1 2 0 1 2 0 9 6

キ ク 作 付 面 積 4 3 4 4 3 7 4 3 4 4 2 6 4 2 1 9 7

生 産 額 6 3 6 5 6 2 6 2 6 3 1 0 0

カ ー ネ ー シ ョ ン 作 付 面 積 7 7 8 7 7 1 0 0

生 産 額 3 3 3 3 3 1 0 0

バ ラ 作 付 面 積 6 6 5 6 7 1 1 7

生 産 額 3 3 3 3 3 1 0 0

洋 ラ ン 作 付 面 積 7 8 8 8 8 1 1 4

生 産 額 3 3 3 4 3 1 0 0

鉢 も の 作 付 面 積 1 1 1 1 1 1 1 0 8 1 0 7 1 1 2 1 0 1

生 産 額 3 7 3 7 3 8 3 9 4 1 1 1 1

観 葉 植 物 作 付 面 積 9 4 9 6 9 2 9 2 9 7 1 0 3

生 産 額 2 6 2 6 2 8 2 7 2 6 1 0 0

洋 ラ ン 作 付 面 積 2 3 3 3 3 1 5 0

生 産 額 5 6 6 8 1 0 2 0 0

花 壇 用 苗 も の 作 付 面 積 2 9 2 6 2 7 2 4 2 5 8 6

生 産 額 5 6 7 5 5 1 0 0

花 木 類 作 付 面 積 9 5 0 9 4 6 8 9 6 9 4 8 7 0 8 7 4

生 産 額 4 0 4 0 3 9 4 1 3 2 8 0

球 根 類 作 付 面 積 1 2 8 9 4 9 2 8 2 7 7 6 0

生 産 額 8 9 6 5 3 3 8

芝 作 付 面 積 8 7 9 8 2 1 6 8 9 7 8 4 6 3 2 7 2

生 産 額 1 2 1 3 1 2 1 1 8 6 7

地 被 植 物 作 付 面 積 1 1 1 0 1 1 0 0

生 産 額 0 0 0 0 0 -

合 計 作 付 面 積 2 , 9 5 1 2 , 9 3 5 2 , 7 3 7 2 , 8 4 2 2 , 4 6 1 8 3

生 産 額 2 2 8 2 4 3 2 2 5 2 2 1 2 0 9 9 2

資料：農林水産省統計部「花き生産出荷統計」農林水産省生産局果樹花き課花き対策室「花木等生産状況調査」
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（２）主要産地の位置 （１）主要市町村別花き栽培面積（Ｈ17） 単位：ha

市町村名 栽培面積 主な花きの種類名

指宿市 １５９ 観葉植物，キク

④ 枕崎市 ９６ キク

鹿屋市 ２２５ キク

③ ② ①

南種子町 ２４ レザーリーフファン

和泊町 ２２３ キク，ユリ，ソリダゴ，グラジオ

ラス

知名町 ７８ ユリ，ソリダゴ，グラジオラス

⑤⑥

注：地図上の番号は（３）と対応している。 ※ 芝，カバープランツを除く

（３）主要花き産地の概要（H17)

単位：戸，ｈａ，千本

産地名 農家 花きの種類栽培面積 出荷数量主な出荷 産地の特色（産地戦略等）

（市町村名） 戸数 先

①JAいぶすき観葉植物部会 観葉植物 25ha 800千鉢 県内 ・温暖な気候と泉熱利用による観葉

65 九州 植物栽培

（指宿市） 東海

関東

②JAいぶすき花き部会 キク 7ha 1,900千本 県内 ・温暖な気候を利用した花き産地

（山川町，頴娃町） 34 カーネーション1ha 1,200千本 九州

③枕崎市大塚花き生産者協会 キク 80ha 30,000千本 県内 ・県内一の輪ギク産地

（枕崎市） 48 九州 ・施設化，省力化を図り周年出荷体

関東 系を確立している

④JAそお鹿児島 46 キク 25ha 10,000千本 県内 ・新規就農者を取込み産地拡大を図

（曽於市，輝北町） 九州 っている新興産地

関西

⑤沖永良部花き流通センター 301 キク 65ha 26,000千本 県内 ・県内一の花き産地

（和泊町・知名町） ソリダゴ 25ha 14,000千本 関東 ・冷蔵コンテナ輸送による品質管理

ユリ 14ha 3,700千本 の強化

グラジオラス 25ha 3,600千本

⑥JA知名町 221 テッポウユリ17ha 2,400千本 県内 ・冷蔵コンテナ輸送による品質管理

（知名町） ソリダゴ 19ha 5,700千本 九州 の強化

グラジオラス 25ha 2,300千本 関東

※一部推計値を含む


